
　市民の交流を深めるためフラワーロード２１の会（会長：杉
山登さん）が、５月２２日に県西生涯学習センターで筑西市
の誕生を祝い『チャリティ芸能大会』を開きました。模擬店な
どの売上金の一部は市社会福祉協議会に寄付されました。

▲若囃太鼓（下館）
▲フラダンス（関城）

▲松原ひょっとこ（明野）

▲知行八木節（協和）



２

温
泉
と
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

篠崎勝さん（70歳・辻）「元気館がオープンした直後か
ら、毎日のように通っています。利用するのは、主にト
レーニングルームと温泉。高めだった血圧も下がったし、
体調が良くなりました。毎日快調ですよ。自宅は旧関城
町。これまでは市外居住者料金でしたが、合併してひとつ
の市になり、これからは年間会員券が安くすみますね」

  

生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
毎
日
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高

齢
に
な
れ
ば
体
力
も
低
下
し
、
健
康
に
不
安
が

生
じ
る
も
の
。
『
あ
け
の
元
気
館
』
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、

利
用
者
の
体
力
維
持
、
健
康
増
進
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

▼
体
力
測
定
（
１
回
・
３
０
０
円
）

　
ま
ず
お
勧
め
な
の
が
体
力
測
定
。
市
や
病
院

な
ど
で
受
け
た
健
康
診
査
の
結
果
を
持
参
し
て

い
た
だ
き
、
元
気
館
で
行
う
心
肺
持
久
力
や
柔

軟
性
、
筋
力
な
ど
の
体
力
診
断
の
数
値
と
あ
わ

せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
。
参
加
者
の
活
力



３ あけの元気館

年
齢
を
算
出
し
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
栄
養
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
活
力
年
齢
と
は
、
実
年
齢
と
は
異
な
り
、

そ
の
人
の
現
在
の
健
康
度
や
老
化
度
を
あ
ら
わ

す
も
の
。
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
発
症
を
占
う
う

え
で
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
１
回
・
２
０
０
円
）

　
室
内
温
水
プ
ー
ル
を
使
い
、
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
中
心
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
や
、
膝
・
腰
に
痛
み

の
あ
る
人
に
も
お
勧
め
で
す
。

▼
セ
ラ
バ
ン
ド
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
無
料
）

　
セ
ラ
バ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ゴ
ム
製
の
バ
ン
ド

を
使
っ
た
簡
単
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
誰
で
も

参
加
で
き
る
セ
ラ
バ
ン
ド
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
セ
ラ
バ
ン

ド
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

健康体操室で実施中のセラバンド教室

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
１
回
・
２
０
０
円
）

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
体
験
の
人
で
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
『
初
め
て
ク
ラ
ス
』
、
ダ
ン
ベ
ル

に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入
れ
、
筋

力
と
基
礎
代
謝
の
増
加
を
は
か
る
『
初
中
級
＋

筋
ト
レ
』
ク
ラ
ス
、
強
度
と
難
度
を
上
げ
た
本

格
的
な
『
中
級
〜
』
ク
ラ
ス
の
３
種
類
。
ど
の

ク
ラ
ス
も
、
楽
し
く
有
酸
素
運
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操
（
無
料
）

　
肩
と
腰
周
辺
を
中
心
に
動
か
し
て
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

肩
こ
り
や
腰
痛
の
予
防
に
お
勧
め
で
す
。

▼
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
水
泳
教
室
（
無
料
）

　
水
泳
が
全
く
初
め
て
と
い
う
人
や
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
し
た
い
人
に
、
泳
ぎ
方
の
コ
ツ
を
指

導
し
ま
す
。

　
運
動
し
て
汗
を
か
い
た
後
は
、
天
然
温
泉
を

利
用
し
た
『
晴
明
の
湯
』
へ
。
市
内
猫
島
で
生

ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
平
安
時
代
の
陰
陽
師
・

安
倍
晴
明
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
温

泉
は
、
水
道
水
や
清
水
に
は
な
い
成
分
が
多
く

含
ま
れ
た
療
養
温
泉
で
、
そ
の
成
分
が
作
用
し

て
体
の
調
子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。
内
風
呂
と

露
天
風
呂
、
水
風
呂
、
サ
ウ
ナ
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
館
内
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
、
鍼
灸
や
足
底
療
法
に
よ
る
治
療
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
全
て
有
料
）
。
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
す
た

め
、
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『晴明の湯』露天風呂



《
叙
　
勲
》

元 下館病院看護婦
川田リキさん（西方・82歳）

　
２
０
０
５
年
春
の
叙
勲
と
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。叙
勲

で
は
瑞
宝
双
光
章
に
４
人
、瑞
宝
単
光
章
に
１
人
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
褒
章
で
は
紫
綬
褒
章
に
１
人
、
藍
綬
褒
章
に
２
人
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

《
褒
　
章
》

春
の
叙
勲
と
褒
章

　昭和35年から平成11年まで

の39年間、地域の医療に貢献さ

れました。旧海軍省の軍属とし

て配属（１年５か月）され、終

戦後、当病院に初代婦長として

勤務。「上司の理解と仲間の励

ましがあったから」。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

紫
綬
褒
章

藍 

綬
褒
章

筑
西
市
か
ら
８
人
が
栄
誉

４叙勲・褒章

元 下館市消防団長
石塚元一さん（中舘・77歳）
　昭和26年から平成９年の46

年間、消防団員として災害現場

の第一線で活躍されました。

「昭和45年の旧下館市街地の大

火と昭和61年の台風10号の大

洪水では、被害の拡大防止に努

めた」。

元 大谷川水位観測員
塚越桃子さん（子思儀・80歳）
　昭和46年から平成15年まで

の32年間、朝と夕方６時の２回、

毎日欠かさず地下水位の観測を

続けられました。「ただただ有

り難いと喜んでいます。私一人

でなく、家族の支えがあったか

ら続けられた」。

筑西市議会議員
渡邉千代子さん（外塚・51歳）
　昭和54年に旧下館市議会史

上最年少の25歳で初当選。７期
25 年にわたり市の発展に貢献

されました。平成９年から１年

有余は、初めての女性議長とし

て議会の円滑な運営に尽力され

ました。

元 茨城県警部補
阿久津榮さん（小林・77歳）
　危険業務従事者叙勲を受賞。

昭和20年から定年までの42年

間、地域の安全を守ってこられ

ました。「警察官になったのは

終戦直後の混乱期で、食糧難で

のやみ米の経済取締りは特に

つらかった」。

元 関城町選挙管理委員長
菊地義夫さん（関本・80歳）
　昭和49年から平成17年まで

の30年数ヶ月（昭和57年から

は委員長）として明るい選挙の

推進に貢献されました。投票率

低下に歯止めをかけるため、選

挙の重要性と一票の大切さを

訴え続けられました。

保護司
武井希介さん（金井町・75歳）
　昭和47年から現在までの33

年間、保護司として更生保護に

尽力され、その功績が認められ

ました。「年月を重ねただけで

す。」と謙虚。「これからも明る

い地域社会の実現に貢献した

い」。

日立化成工業
塚越功さん（下川島・59歳）
　回路基盤を接着する従来の

半田付けに替わる超極薄フィル

ムの開発に成功。携帯電話や液

晶モニターの普及に貢献されま

した。「受章はみんなの協力が

あったから。後輩の励みになれ

ば嬉しい」。



■シビックコア地区・下館地方合同庁舎工事着手式

　5月17日、市内に分散している国の出先機
関を、アルテリオ東側区域に集約・整備する
下館地方合同庁舎の工事着手式を開催。あわ
せて、旧下館市内の小・中･高校生が描いたシ
ビックコアデザイン画を展示するフェンス
ギャラリーの除幕式を行いました。
■関城幼稚園の園児たちがお年寄りと交流

　5月18日、市立関城幼稚園の園児59人
が、通所リハビリステーション・ハート(玉
戸)を訪れました。玉入れゲームや花の贈呈
などを行い、デイサービスを利用するお年寄
りたちと楽しい交流の時間を過ごしました。
■筑西市自治会連合会設立総会を開催

　5月19日、市民会館で、市自治会連合会設
立総会を開催。会長に関城支部長の中川郁夫
さん、副会長3人に下館支部長の井狩浩一さ
ん、明野支部長の坪松亨さん、協和支部長の
袖山信勝さんなど各役員を承認し、規約や平
成17年度事業計画、同予算を決定しました。

　平成17年４月から、20歳代の人（とその配偶者）の所得が一
定額以下の場合は、申請により保険料を後払いにできる制度が
始まりました。
猶予となる期間＝平成17年７月から18年６月まで（ただし、
　制度がスタートする17年度は４月から承認を受けられます）
所得のめやす＝単身の場合５７万円

届け出ると保険料の納付が免除になります。

対象＝ 障害年金の受給権がある人（障害等級３級は除く）
　　　　 生活保護法による生活扶助を受けている人

市保険年金課に申請し、社会保険事務所で

　承認されると、保険料の全額または半額が免除になります。
対象＝ 16年の所得（収入）が一定額以下の人

　　　　 障害者または寡婦で、16年の所得が125万円以下の人
　　　　 生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている人
　　　　 失業、倒産、天災などにあった人
免除となる期間＝平成17年７月から18年６月まで（申請が遅
　れても７月までさかのぼって免除を受けられます）
　＊免除を受ける人は毎年申請が必要です。

　学生は一般的に所得が少ないので、本人の所得が一定額以下
の場合は、在学期間中の保険料を後で納めることができる特例
制度があります。
対象＝大学（大学院）、短大、高等学校、専門学校、専修学
　校などに在学する昼間、夜間、定時制、通信制課程の学生
特例を受ける期間＝平成17年４月から18年３月まで

（申請が遅れても４月までさかのぼって特例を受けられます）
所得のめやす＝扶養親族がいない学生の場合１４１万円

５ 市政メモ／国民年金保険料免除制度



６まちの話題

　
５
月
３
日
、
土
浦
市
の
ピ
ュ
ア
タ
ウ
ン
カ
ス
ミ
店
で
、
協
和
園
芸
４
H

ク
ラ
ブ（
農
業
後
継
者
の
会
、会
長
・
水
越
康
博
さ
ん
、会
員
14
名
）が
、
紅

小
玉
す
い
か
や
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
協
和
の
特

産
品
を
広
く
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
即
売
会
を
開
い
た
も
の
で
、

試
食
も
行
い「
甘
く
て
お
い
し
い
」と
、大
盛
況
で
し
た
。今
年
は
筑
西
市

に
な
っ
た
の
で
、
関
城
の
ニ
ラ
や
し
い
た
け
も
同
時
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

『
紅
小
玉
す
い
か
』
な
ど
を
即
売

　ボランティアの演劇グループ『金の星』
（代表：鬼沢千代子さん）が５月１５日、
市総合福祉センターで筑西市誕生を記念
して公演を行いました。猪苗代町絆づく
り実行委員会が、全国のお母さんから応
募して発行した『母から子への手紙』よ

あふ

り２１編を朗読。子どもへの溢れる思い
が伝わり、思わず涙ぐむ場面もあり多く
の聴衆に感動を与えました。第２部では、
『家族でコンサート』も行われました。

　　　  下館・金の星公演

甘くておいしく、値段も手ごろでお客さんに大好評でした。

子どもへの思いを朗読

　５月17日、関城東小学校の５年生が、
里山（丸山）近くの田んぼで、田植えを体
験しました。これは、『ＮＰＯ法人里山を
守る会』が、田植えを通して、子どもたち
に米作りの苦労と勤労の喜びを知っても
らおうと行っているものです。
　子どもたちは『里山を守る会』の人に
教わり、初めての田植えに挑戦。裸足で
田んぼに入り、泥だらけになりながらも、
一つひとつ丁寧に苗を植えていました。

ボクらと同じように、すくすく育て
関城東小学校



おでかけガイド／わが家のアイドル７

１歳のお誕生おめでとう

　6月11日(土)～7月24日(日)まで　
　月曜休館(7/18は開館、7/19は休館）
　茨城県近代美術館〔水戸市TEL029(243)5111〕
　入場料＝一般830円　高大生580円　小中生350円

　6月25日(土)　午後5時開演
　アクロス〔結城市TEL0296(33)2001〕
　入場料＝全席指定6,600円

　7月3日(日)　午後5時開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝全席指定7,000円

　7月3日(日)　①午前10時30分②午後1時30分開演

　真岡市民会館〔真岡市TEL0285(83)7731〕
　入場料＝全席指定1,500円　2歳以下無料

　6月23日(木)　午後6時30分開演
　宇都宮市文化会館〔宇都宮市TEL028(636)2125〕
　入場料＝Ｓ席13,000円　Ａ席10,000円
　　　　　Ｂ席  7,000円　Ｃ席  5,000円

　7月9日(土)　午後5時30分開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円

　7月9日(土)　午後6時30分開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝全席指定5,775円

広域情報

平成16年8月生まれのお子さんの写真を募集し
ています。写真の裏面に、住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、性別、電話番号、保護者氏名を明記の
うえ、6月30日（木）までに市広報広聴課広報係
へ。応募多数の場合は、抽選といたします。

6月1日生（泉町） 6月5日生（下中山） 6月7日生（嘉家佐和） 6月8日生（谷原） 6月8日生（樋口） 6月9日生（岡芹）

6月20日生（小林）

6月10日生（下川島）

6月17日生（玉戸）

6月12日生（谷中） 6月14日生（女方） 6月15日生（富士見町）6月 13日生（蓮沼）

6月18日生（高津） 6月20日生（幸町）

6月15日生（二木成）

6月23日生（西町） 6月23日生（伊讃美）

6月26日生（二木成） 6月30日生（富士見町） 6月30日生（二木成）



優
し
い
保
育
士
に
な
り
、

小
さ
い
子
と
一
緒
に
楽
し

く
過
ご
し
た
い
。
思
い
や

り
の
あ
る
人
が
い
っ
ぱ
い

い
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

つな かわ り な

綱川　莉那

巨
人
の
高
橋
由
伸
選
手
の

よ
う
に
、
野
球
が
も
っ
と

う
ま
く
な
り
た
い
な
。
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
、
楽

し
い
筑
西
市
に
し
た
い
。

さい とう まさ とし

齋藤　正俊

看
護
師
に
な
っ
て
、
病
気

や
ケ
ガ
の
人
を
助
け
て
あ

げ
た
い
。
交
通
事
故
が
な

く
、
み
ん
な
が
快
適
に
過

ご
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

おお はし とも み

大橋　朋実

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
、

ぼ
く
の
活
躍
を
家
族
に
見

て
も
ら
い
た
い
。
市
民
全

員
が
協
力
し
て
生
き
て
い

け
る
筑
西
市
に
し
た
い
。

たき た ひさ や

滝田　久弥

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
、
み

ん
な
に
ケ
ー
キ
を
食
べ
て

幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
な
。
犯
罪
の
な
い
、
幸

せ
な
ま
ち
を
作
り
た
い
。

こ ぐち か おり

小口　香織

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て

西
武
に
入
団
し
、
日
本
一

を
目
指
し
た
い
。
筑
波
山

が
き
れ
い
に
見
え
る
こ
の

ま
ち
に
ず
っ
と
住
み
た
い
。

た なか けい た

田中　啓太

ト
リ
マ
ー
に
な
り
、
大
好

き
な
動
物
た
ち
を
カ
ッ
ト

し
て
あ
げ
た
い
。
緑
を
増

や
し
て
、
花
見
や
ピ
ク
ニ

ッ
ク
を
楽
し
み
た
い
な
。

ふる はし み さき

古橋　美咲

ス
ウ
ィ
ン
グ
が
き
れ
い
で

守
備
も
う
ま
い
、
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
り
た
い
。
昔

み
た
い
に
、
川
で
泳
げ
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
。

せ お ゆう た

瀬尾　祐太

カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
り
、
筑

西
市
の
風
景
を
撮
っ
て
、

他
の
町
に
自
慢
し
た
い
。

ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
が
集

ま
っ
た
建
物
を
作
り
た
い
。

もり あや か

森　　彩香

西
武
の
松
坂
投
手
み
た
い

な
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
っ

て
、
た
く
さ
ん
活
躍
し
た

い
。
み
ん
な
が
楽
し
く
遊

べ
る
公
園
を
作
り
た
い
。

ひろ せ しょう た

広瀬　将大

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。

８マイ・ドリーム／おたより

　
５
月
１
日
号
の
広
報
筑
西
ピ
ー
プ

ル
に
、
市
外
の
方
か
ら
の
お
便
り
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方

は
、
昨
年
、
所
用
で
下
館
市
を
訪
れ

た
際
、
ま
ち
で
出
会
っ
た
様
々
な
人

の
温
か
さ
に
触
れ
、
感
動
し
た
そ
う

で
す
。
合
併
し
て
筑
西
市
に
な
っ
て

も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き

継
い
で
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
他
の
ま
ち
の
方
に
、
わ
が
ま
ち
を

こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
は
、
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
ち
の
印
象
を
決
め

る
の
は
、
や
は
り
そ
こ
に
住
む
人
、

そ
こ
に
働
く
人
な
の
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
何
よ
り
も
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
を

作
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
お
便
り

を
く
だ
さ
っ
た
方
も
、
き
っ
と
温
か

い
心
の
持
ち
主
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
合
併
し
て
範
囲
も
広
く
な
っ
た
わ

け
で
す
か
ら
、
ま
す
ま
す
多
く
の
方

に
、
筑
西
市
は
優
し
い
人
の
た
く
さ

ん
い
る
ま
ち
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
、
自
分
自
身
を
省
み
な
が
ら
、
筑

西
市
民
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
（
匿
名
）

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。 優
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち
に



９ スナップ／人

　
国
際
協
力
事
業
団
が
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
開
発
途
上
国
に
派
遣
す
る
青
年
海
外

協
力
隊
。
そ
の
隊
員
と
し
て
、
平
成
15
年
か

ら
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
赴
任
し
て
い
た

石
塚
智
信
さ
ん
（
31
歳
）
が
、
２
年
間
の
任

務
を
終
え
、
今
年
４
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

「
開
発
途
上
国
を
旅
行
し
た
際
、
貧
富
の
差

を
目
の
当
た
り
に
し
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

ん
で
す
。
そ
れ
で
、
何
か
自
分
の
手
で
や
り

た
い
と
思
い
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
し

ま
し
た
。
行
っ
た
こ
と
の
な
い
国
で
の
活
動

で
し
た
が
、
不
安
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
よ
。
出
発
の
日
、
両
親
は
空
港
ま
で
止
め

に
来
ま
し
た
け
ど
（
笑
）
。

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
北
に
位
置
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
国
。

私
は
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
農
業
機
械
の
知

識
を
活
か
し
て
、
主
に
稲
作
普
及
の
た
め
の

機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
貴
重
な
経
験
と
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
嬉
し

いし つか とも のぶ

石塚　智信さん（落合）
か
っ
た
の
は
、
現
地
の
人
と
協
力
し

て
困
難
な
問
題
を
解
決
で
き
た
時
で

す
ね
。
み
ん
な
で
喜
び
、
感
動
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
く

先
々
で
出
会
っ
た
現
地
の
子
ど
も
た

ち
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
が
今
で

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

太
平
洋
の
貧
し
い
国
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
自
立
に
向
け
て
発

展
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
障

害
者
や
登
校
拒
否
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
活
動
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
度
は
日
本
で
、
素
晴

ら
し
い
笑
顔
が
見
た
い
で
す
ね
」
。

　５月22日、県西生涯学習セン
ターで開かれたチャリティー芸
能大会。会場で子どもたちに人
気だったのが、わたがしコー
ナーです。甘いものが大好きな
子どもたち。順番待ちの末にわ
たがしが差し出されると、うれ
しそうに受け取っていました。



　
筑
西
市
宮
山
（
旧
明
野
町
）
に
あ
る
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、

４
月
29
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
『
宮
山
公
園
鯉
の
ぼ
り
祭
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
休
日
と
な
り
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り

祭
り
と
、
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
日
韓
両
国
の
文
化
交
流
事
業
『
日
韓
交
流

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
in
筑
西
』
を
紹
介
し
ま
す
。

『
宮
山
公
園
鯉
の
ぼ
り
祭
り
』
は
、
明
野
商
工

会
・
鯉
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会
が
中
心
に
な

り
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
で
９
回
に
な
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
人
の
交
流
の
場
と

し
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
　

　
会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
飾

ら
れ
、
風
に
吹
か
れ
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳

い
で
い
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
園
児
や
小
中

学
生
、
高
校
生
の
手
作
り
の
ミ
ニ
鯉
の
ぼ
り
も

あ
り
、
み
ん
な
が
参
加
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
５
月

１
日
の
メ
イ
ン
日
に
は
、
遊
鼓
座
に
よ
る
太
鼓

演
奏
や
松
原
常
磐
連
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
親

子
餅
つ
き
大
会
、
苺
の
創
作
デ
ザ
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
顔
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
園
内
に
は
、
今
年
で
オ
ー
プ
ン
６
年
に
な

る
農
産
物
直
売
所
『
あ
け
の
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ

プ
』
が
あ
り
ま
す
。
年
中
無
休
で
、
こ
の
日
も

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
人
気
の
秘
密
は
、
99
％
地
元
産
の
新
鮮
な

野
菜
ば
か
り
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
。
そ
の
た

め
、
飲
食
店
の
人
も
買
い
に
来
る
そ
う
で
す
。

販
売
し
て
い
る
野
菜
の
一
つ
ひ
と
つ
に
生
産
者

の
名
前
が
表
示
し
て
あ
り
、
鮮
度
に
こ
だ
わ
る

た
め
、
売
れ
残
っ
た
も
の
は
生
産
者
が
持
ち
帰

る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
す
。

　
そ
の
隣
で
は
、
地
元
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
、
う
ち
立
て
の
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ひ

き
た
て
な
の
で
と
て
も
香
り
が
良
く
、
東
京
や

埼
玉
な
ど
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん

訪
れ
る
そ
う
で
す
。
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ
店
長
の

成
田
貞
雄
さ
ん
は
、
「
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
も
の
を
提
供
し
た
い
と
、
日
々

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
お
客
様
が
集
ま
る

よ
う
な
お
店
に
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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題
は
早
く
解
決
す
る
そ
う
で
す
。
韓
国
の
方
と

話
し
て
み
る
と
、
と
て
も
日
本
語
が
上
手
で
、

こ
の
企
画
の
た
め
に
韓
国
か
ら
筑
西
市
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
公
園
内
に
あ
る
陶
芸
工
房
を
の
ぞ
い
て
み
る

と
、
韓
国
の
陶
芸
家
の
方
が
ろ
く
ろ
を
使
い
、

と
て
も
慣
れ
た
手
つ
き
で
作
品
作
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
コ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
も

　
芝
生
広
場
へ
行
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

っ
て
何
か
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
色

の
タ
イ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
で
き
た
椅
子
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
タ
イ
ル
が
だ
ん
だ
ん
鯉
の
ウ
ロ
コ
の

模
様
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
真
剣
な
顔
を
し
て

タ
イ
ル
を
貼
る
保
育
園
児
。
感
想
を
聞
く
と

「
楽
し
い
！
」
と
即
答
で
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
日
韓
の
交

流
を
図
ろ
う
と
、
真
壁
町
の
陶
芸
家
・
出
町
光

織
さ
ん
が
企
画
し
た
『
日
韓
交
流
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
キ
ャ
ン
プ
in
筑
西
』
の
活
動
の
一
つ
で
す
。

椅
子
に
も
な
る
鯉
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
り
は
出

町
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
こ
の
こ
と
で
人
と

人
を
つ
な
い
だ
り
、
陶
芸
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
、
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
貼
っ
て
い
た
タ
イ
ル
は
、
参
加
し
た
陶

芸
家
の
作
品
を
細
か
く
し
た
も
の
で
、
韓
国
か

ら
持
っ
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
「
こ
の

椅
子
が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い
け
ば
嬉
し
い
で
す
」

と
、
出
町
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
韓
国
か
ら
５
人
、
日

本
か
ら
７
人
の
陶
芸
家
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
時
に
は
考
え
方
の
違
い
か
ら
、
意
見
が

食
い
違
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
韓
国
の

方
は
あ
い
ま
い
な
言
い
方
を
し
な
い
の
で
、
問

仕
上
が
っ
て
い
て
、
ど
れ
も
同
じ
大

き
さ
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
た
作
品
は
工
房
の
外
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
る
い
色
の
お

皿
も
あ
れ
ば
、
し
ぶ
い
感
じ
の
も
の

や
形
が
素
敵
な
も
の
も
あ
り
、
陶
芸

家
の
方
に
よ
っ
て
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
見

て
い
る
だ
け
で
、
楽
し
い
気
分
に
な

り
、
作
ら
れ
た
方
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
陶
芸
を
通
じ
て
の
交
流
は
、
と
て

も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
交
流
に
地
元
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
と
韓
国
が
ま
す
ま
す
近
い
国

に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
筑
西
市
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
の
場
を
た
く
さ
ん

作
り
、
ど
ん
ど
ん
プ
ラ
ス
の
面
を
増

や
し
て
、
住
み
や
す
い
市
に
な
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

韓
の
陶
芸
家
の
方
に
教
わ
り
、
鯉
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
り
に
参
加
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
作
品
が
ず
っ
と
こ

こ
に
残
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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特
別
児
童
扶
養
手
当

筑
西
市
生
活
学
校
会
員
募
集

下
館
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
願
い

朗
読
録
音
テ
ー
プ
貸
し
出
し

地
域
交
流
純
銀
粘
土
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射（
追
加
実
施
）

　　　▼
費
用
＝
３
，
３
０
０
円
（
新
し
く
犬
を

飼
っ
た
場
合
、
登
録
手
数
料
２，
０
０
０
円

別
途
）　
▼
対
象
＝
生
後
90
日
を
過
ぎ
た
犬

【
下
館
地
域
】

▼
６
月
26
日
（
日
）　

川
島
公
民
館
（
午
前

９
時
10
分
〜
）　

市
民
病
院
駐
車
場
（
午
前

９
時
55
分
〜
）　

大
田
公
民
館
（
午
前
11
時

〜
）　

下
館
保
健
セ
ン
タ
ー
（
午
後
１
時
10

分
〜
）　

市
役
所
西
側
駐
車
場
（
午
後
２
時

５
分
〜
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
TEL
内
線
２
６
４

【
関
城
地
域
】

▼
６
月
19
日
（
日
）　

黒
子
公
民
館
（
午
前

９
時
〜
）　

河
内
公
民
館
（
午
前
10
時
〜
）

関
本
公
民
館
（
午
前
11
時
〜
）

■
問
い
合
わ
せ

　
関
城
支
所
地
域
環
境
課
　
TEL
37－

６
１
１
１

【
明
野
地
域
】

▼
６
月
19
日
（
日
）　

本
郷
公
民
館
（
午
前

９
時
〜
）　

村
田
三
所
神
社
（
午
前
９
時
45

分
〜
）　

鷺
島
集
落
セ
ン
タ
ー
（
午
前
10
時

30
分
〜
）　

中
上
野
集
落
セ
ン
タ
ー
（
午
前

11
時
15
分
〜
）　

明
野
支
所
（
午
後
１
時

〜
）　

■
問
い
合
わ
せ

　
明
野
支
所
地
域
環
境
課
　
TEL
52－

１
１
１
１

【
協
和
地
域
】

▼
６
月
11
日
（
土
）　

協
和
ふ
れ
あ
い
健
康

プ
ラ
ザ
（
午
後
１
時
20
分
〜
）　

知
行
転
作

促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
（
午
後
２
時
30
分
〜
）　

協
和
支
所
北
側
駐
車
場
（
午
後
３
時
30
分

〜
）　

　
協
和
支
所
地
域
環
境
課
　
TEL
57－

２
５
１
１

▼
対
象
者
＝
次
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の
障

害
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね
１

〜
３
級
程
度
に
該
当
す
る
人
　

療
育
手
帳

の
判
定
が
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
で

あ
る
人
、
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害
が
あ

る
人
　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
交
付
は
受
け
て
い
な
い
が
、『
障
害
等
級

表
』
に
該
当
す
る
障
害
が
あ
る
人

▼
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
が
一
定

限
度
以
上
の
と
き
　

児
童
お
よ
び
父
、
母

な
ど
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

児
童
が
障
害
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
　

児
童
が
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

■
問
い
合
わ
せ

　
市
障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係
　

　
TEL
内
線
２
２
５

　
本
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
下
館
商
工
会

議
所
で
は
、
現
在
、
記
念
誌
（
50
年
の
あ
ゆ

み
）
発
行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
資
料
と
し
て
過
去
の
会
報

を
探
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
下
館
商
工
会
議
所
会
報
（
昭
和
31
年
５
月

か
ら
昭
和
52
年
12
月
に
発
行
し
た
、
第
５

号
・
15
号
・
54
〜
70
号
）

■
問
い
合
わ
せ

　
下
館
商
工
会
議
所
総
務
課

　
TEL
22－
４
５
９
６

　▼
内
容
＝
南
木
桂
士
『
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
』、

楠
木
誠
一
郎
『
真
説
の
日
本
史
３
６
５
日
事

典
』、
宮
部
み
ゆ
き
『
日
暮
ら
し
（
上
・
下
）』

▼
テ
ー
プ
貸
し
出
し
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
　
▼
費
用
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
野
ば
ら
の
会
　
小
薬
　
TEL
22－

４
３
６
９

▼
内
容
＝
純
銀
粘
土
（
ア
ー
ト
ク
レ
イ
シ
ル

バ
ー
）
を
使
っ
た
木
の
葉
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く

り
　
▼
日
時
＝
６
月
29
日
（
水
）　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
　
ク
ラ
フ
ト
室
　
▼
募
集
人
数

＝
20
人
程
度
　
▼
費
用
＝
材
料
費
２，
５
０

０
円
（
当
日
徴
収
）　
▼
申
し
込
み
＝
６
月
３

日
（
金
）
〜
28
日
（
火
）
に
電
話
で
、
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ

　
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
TEL
23－

１
６
１
６

　
高
齢
者
、
子
育
て
、
食
、
環
境
な
ど
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
、生
活
を
工
夫
・
見
直

す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
毎
日
を
過
ご
そ

う
と
、
市
生
活
学
校
を
開
校
し
て
い
ま
す
。あ



税
務
職
員

種
募
集

裁
判
所
事
務
官

種
募
集

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

8
0
2
0
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

再
就
職
準
備
の
た
め
の

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
相
談

茨
城
県
警
察
官
募
集

13

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
女
性
　
▼
費
用
＝
無

料
　
▼
開
校
日
＝
毎
月
第
１
木
曜
日
　
▼
場

所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
TEL
23－

１
６
１
６

▼
対
象
＝
Ａ
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
の
生

ま
れ
で
、
大
学
卒
業
ま
た
は
大
学
卒
業
見
込

み
の
人
　
Ｂ
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
Ａ
に
該
当
し
な
い

人
　
▼
申
し
込
み
期
間
＝
７
月
１
日
（
金
）〜

８
月
19
日
（
金
）　
▼
１
次
試
験
＝
９
月
18
日

（
日
）
／
教
養
・
論
（
作
）
文
試
験
、
身
体
・

体
力
検
査
　
▼
２
次
試
験
＝

10
月
15
日

（
土
）・
16
日（
日
）の
い
ず
れ
か
一
日
／
適
性
・

身
体
精
密
検
査
　

10
月
17
日（
月
）〜
19
日

（
水
）
の
い
ず
れ
か
一
日
／
口
述
試
験

■
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
警
察
署
　
TEL
24－

０
１
１
０

▼
対
象
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
　
▼
採
用
日
＝
平
成

18
年
４
月
１
日
　
▼
試
験
日
＝
１
次
試
験
９

月
４
日
（
日
）、
２
次
試
験
10
月
13
日
（
木
）
〜

20
日
（
木
）の
い
ず
れ
か
一
日
　
▼
試
験
内
容

＝
高
等
学
校
卒
業
程
度
　
▼
申
し
込
み
期
間

＝
６
月
21
日
（
火
）
〜
６
月
28
日
（
火
）
消
印

有
効
、
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
　
▼
申
し
込
み

書
提
出
＝
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
〒
３

３
０－

９
７
１
２
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中

央
区
新
都
心
１
番
地
１
　
さ
い
た
ま
新
都
心

合
同
庁
舎
１
号
館
　
人
事
院
関
東
事
務
局
へ

■
問
い
合
わ
せ

　
下
館
税
務
署
総
務
課
　
TEL
24－

２
１
２
１

▼
対
象
＝
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
　
▼
１
次
試
験
＝
９

月
11
日（
日
）／
教
養
・
適
性
試
験（
択
一
式
）、

作
文
試
験
　
▼
２
次
試
験
＝
10
月
中
旬
〜
下

旬
／
口
述
試
験
（
個
別
面
接
）　
▼
申
し
込
み

期
間
＝
７
月
11
日
（
月
）
〜
19
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
TEL
０
２
９－

２
２
４－

８
４
２
１

▼
日
時
＝
７
月
５
日
（
火
）・
６
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
４
時
　
▼
場
所
＝
水
戸
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象
＝
育
児
や
介
護
な
ど
で

退
職
し
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
が
で
き
る
人
　
▼
内
容
＝
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
入
門
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
就
職
活
動
の
仕
方
　
▼

募
集
人
数
＝
先
着
20
人
　
▼
申
し
込
み
＝
６

月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
21
世
紀
職
業
財
団
へ

■
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　
TEL
０
２
９－

２
２
６－

２
４
１
３

　
歯
の
寿
命
の
重
要
性
を
広
く
認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
大
正
14
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ

で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
つ
人
　
▼
１

次
審
査
＝
口
腔
診
査
（
各
歯
科
医
院
）　
▼
２

次
審
査
＝
書
類
審
査
　
▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
明

記
の
う
え
、
〒
３
１
０－

０
９
１
１
水
戸
市

見
和
２
丁
目
２
９
２－

１
茨
城
県
歯
科
医
師

会
８
０
２
０
事
業
係
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
０

２
９－

２
５
３－

１
０
７
５
）
へ
　
▼
応
募

期
限
＝
６
月
22
日
（
水
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
歯
科
医
師
会

　
TEL
０
２
９－

２
５
２－

２
５
６
１

　
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
道
の
あ
る
風
景
　
▼
応
募
資
格

＝
小
中
高
校
生
　
▼
サ
イ
ズ
＝
カ
ラ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
判
。
必
ず
裏
に
ネ
ガ
を
添
付
す
る

こ
と
。
　
▼
応
募
枚
数
＝
１
人
５
枚
ま
で（
連

続
写
真
は
不
可
）　
▼
作
品
＝
過
去
１
年
以
内

に
本
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の
　
▼
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
＝
プ
リ
ン
ト
の
み
受

け
付
け
（
加
工
不
可
）　
▼
応
募
方
法
＝
必
要

事
項
を
記
入
し
た
応
募
票
に
作
品
を
添
え
、

郵
送
で
　
〒
１
０
２－

０
０
７
１
東
京
都
千

代
田
区
飯
田
橋
郵
便
局
留
置
『
道
の
あ
る
風

景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係
』
へ
　
▼
応
募
締
め

切
り
＝
７
月
11
日
（
月
）
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ

　
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

　
TEL
０
３－

３
２
３
４－

６
０
７
８

▼
内
容
＝
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子

ど
も
た
ち
と
行
う
富
士
登
山
　
▼
日
程
＝
８

月
３
日
（
水
）
〜
７
日
（
日
）
の
４
泊
５
日

▼
場
所
＝
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ
ン
プ
場

▼
募
集
人
数
＝
日
本
人
１
４
０
人
　
外
国
人

４
０
人
　
▼
対
象
＝
小
学
４
年
〜
中
学
３
年

生
　
▼
受
け
付
け
期
間
＝
７
月
８
日
（
金
）ま

で
　
先
着
順
　
▼
費
用
＝
出
発
地
に
よ
り
異

な
り
ま
す
（
東
京
駅
発
の
場
合
、
小
学
生
４

５，
０
０
０
円
、中
学
生
４
８，
０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
TEL
０
３－

３
３
５
９－

８
４
２
１

　　
　

　
男
女
共
同
参
画
を
阻
害
す
る
心
の
悩
み
や

人
間
関
係
、
暴
力
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
７
日
・
21
日
の
各
火
曜
日
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
２
階
相
談
室

▼
相
談
員
＝
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
専
門

相
談
員
　
▼
費
用
＝
無
料
　
▼
面
接
相
談
＝

６
月
７
日
の
相
談
は
６
月
１
日
（
水
）
〜
、
６

月
21
日
の
相
談
は
６
月
８
日
（
水
）
〜
　
そ

れ
ぞ
れ
午
前
９
時
か
ら
電
話
予
約
　
▼
電
話

相
談
＝
TEL
23－

１
６
０
０
へ
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
市
男
女
共
同
参
画
課
　
TEL
23－

１
６
０
０



読
み
聞
か
せ
の
会

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

企
画
あ
そ
び

日
用
品
即
売
会
・
筑
西
市
生
活
学
校

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

難
病
総
合
相
談
会

読
み
聞
か
せ

県
西
地
区
読
み
聞
か
せ
連
絡
協
議
会

共
同
研
修
会

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

わ
っ
し
ょ
い
市
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法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料
　
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】

▼
日
時
＝
６
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室
　
▼
相
談

人
数
＝
先
着
８
人
　
▼
相
談
員
＝
弁
護
士
　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要
。
６
月
13
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
　
電
話
で
市
広
報
広
聴

課
広
聴
係
へ

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
場
所
＝
６
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時
　
市
民
会
館
１
階
会
議
室
／
７

月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午
　
明
野
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委

員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）　
▼
申
し
込
み
＝
事
前

申
し
込
み
不
要
　

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
場
所
＝
６
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時
　
市
民
会
館
１
階
会
議
室
／
７

月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午
　
明
野
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
／
７
月
６
日（
水
）
午
前
10
時

〜
正
午
　
協
和
公
民
館
　
▼
相
談
員
＝
行
政

相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）　
▼
申
し
込
み

＝
事
前
申
し
込
み
不
要
　

■
問
い
合
せ

　
市
広
報
広
聴
課
広
聴
係
　

　
TEL
内
線
２
０
１

▼
対
象
＝
国
が
定
め
た
難
治
性
疾
患
の
患
者

と
家
族
、
関
係
者
　
▼
内
容
＝
患
者
・
家
族
交

流
会
、　
個
別
相
談
（
日
常
生
活
、
福
祉
制
度
、

介
護
、
病
気
、
栄
養
、
特
定
疾
患
医
療
費
公
費

負
担
制
度
、
そ
の
他
）　
▼
日
程
・
会
場
＝

６
月
28
日
（
火
）
協
和
保
健
セ
ン
タ
ー
　

７

月
26
日
（
火
）
関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
時
間

＝
交
流
会
は
午
後
１
時
〜
、　
個
別
相
談
は
午

後
１
時
50
分
〜
　
▼
相
談
員
＝
筑
西
保
健
所

保
健
師
・
栄
養
士
・
難
病
担
当
者
な
ど
　
▼
申

し
込
み
＝
要
予
約
。
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
筑
西
保
健
所
へ

■
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　
一
般
特
定
疾
患
担
当
　
TEL
24－

３
９
１
１

　
歯
に
つ
い
て
の
悩
み
や
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
12
日（
日
）
午
後
２
時
〜
５
時

▼
相
談
電
話
番
号
＝
０
２
９－

８
２
３－

７

９
３
０
　
▼
相
談
員
＝
歯
科
医
師
　
▼
費
用

＝
無
料
　

■
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
保
険
医
協
会

　
TEL
０
２
９－

８
２
３－

７
９
３
０
　

　▼
日
時
＝
６
月
９
日（
木
）
午
前
９
時
〜
　
▼

場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど
広
場
　
▼
内

容
＝
味
噌
、
花
、
手
作
り
小
物
、
採
り
立
て
野

菜
な
ど
の
即
売
会

■
問
い
合
わ
せ

　
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
TEL
23－

１
６
１
６

▼
日
時
＝
６

月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
　

▼
場
所
＝
ア

ル
テ
リ
オ
ま

ち
か
ど
広
場

▼
内
容
＝
街

か

ど

コ

ン

サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）　
▼
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３
ｍ
×
２
ｍ
、

出
店
料
無
料
）。
申
し
込
み
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
に
電
話
で
平
沢
（
TEL
24－

６
０
０

０
）
へ

■
問
い
合
わ
せ

　
市
商
工
観
光
課
商
工
係
　

　
TEL
20－

１
１
６
０

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝

７
月
６
日
（
水
）
親
子

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
　

７
月
13
日
（
水
）

フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
　

７
月
20

日
（
水
）
祭
り
だ
　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
!!
　
▼
時

間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
▼
募
集

人
数
＝
先
着
各
30
組
　
▼
費
用
＝
無
料
　
▼

申
し
込
み
＝
６
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。
初
め
て
利
用
す
る
人

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
TEL
25－

３
１
４
１

▼
日
時
＝
６
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
ま
い
ご
に
な
っ
た
ぞ
う
さ

ん
』、『
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
』、
折
り
紙
教
室

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
の
会
』

　
中
金
　
TEL
25－

０
０
２
８

▼
日
時
＝
６
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
『
の
せ
て
の
せ
て
』、
紙
芝
居

『
三
び
き
の
こ
ぐ
ま
と
ひ
よ
こ
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
読
み
聞
か
せ
の
会
　
て
る
て
姫

　
飯
山
　
TEL
57－

６
７
８
２

　
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小
林
）

▼
内
容
＝
語
り
と
篠
笛
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
ほ
か



良
子
と
洋
子
の
作
品
展

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

Ｍ
Ｊ
ク
ラ
ブ
下
館
　
第
９
回
木
材
祭
り

二
科
会
写
真
部
茨
城
支
部
展
　

ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
祭

関
城
吹
奏
楽
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
会

献
血
に
ご
協
力
を

15

■　
県
西
地
区
読
み
聞
か
せ
連
絡
協
議
会

　
中
金
　
TEL
25－

０
０
２
８
　

▼
日
時
＝
６
月
23
日（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
　
▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
　
▼
対
象

＝
０
歳
か
ら
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
　
▼

内
容
＝
絵
本
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』、『
と
っ

と
こ
　
と
っ
と
こ
』

■
問
い
合
わ
せ

　
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　
栗
原
　
TEL
24－

８
０
７
０

▼
日
時
＝
６
月
15
日（
水
）
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
　
▼
テ
ー
マ

＝
気
づ
い
て
い
ま
す
か
、
子
ど
も
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
！
　
▼
講
師
＝
平
石
喜
美
子
　
▼
入
場

無
料
・
託
児
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　
平
石
　
TEL
24－

７
７
９
７

▼
日
時
＝
６
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ペ
ア
ー
ノ

▼
内
容
＝
平
成
17
年
度
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
・
三
つ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
、ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
テ
ー
ジ
　
▼
入
場

＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
関
城
吹
奏
楽
団
　

　
秋
山
　
TEL
37－

５
８
５
９

▼
会
期
＝
７
月
２
日（
土
）〜
７
月
10
日（
日
）

た
だ
し
４
日
（
月
）・
５
日
（
火
）
は
休
館
　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
　
▼
場
所

＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
っ
こ
の
室
（
大
町
）　
▼
内

容
＝
タ
イ
プ
ア
ー
ト
と
写
真
の
展
覧
会
　
▼

入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
っ
こ
の
室
　

　
渡
辺
　
TEL
22－

５
５
０
０

　
木
材
に
実
際
に
触
れ
て
、
木
の
あ
た
た
か

さ
、
ぬ
く
も
り
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
▼
場
所
＝
丸
宇
木
材
市
売

下
館
市

場
（
玉
戸
）　
▼
内
容
＝
丸
太
切
り
・
カ
ン
ナ

か
け
大
会
、
日
曜
大
工
教
室
ほ
か
　
▼
参
加

費
＝
１
０
０
円
（
緑
化
募
金
・
保
険
代
）

■
問
い
合
わ
せ

　
丸
宇
木
材
市
売
株
式
会
社

　
TEL
28－

７
２
２
２

▼
日
時
＝
６
月
19
日
（
日
）　
午
前
10
時
〜

▼
場
所
＝
市
民
会
館
　
▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
古
谷
野
　
TEL
22－

２
６
５
７

▼
会
期
＝
６
月
17
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
19
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　
▼
場
所
＝
市
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ス
ピ
カ
６
階
）　
▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
二
科
会
写
真
部
茨
城
支
部
　

　
新
宅
　
TEL
28－

２
７
０
２
　

▼
日
時
＝
６
月
28
日（
火
）午
後
２
時
〜
　
▼

場
所
＝
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
演
＝
ひ
き

こ
も
り
の
病
理
と
対
応
（
爽
風
会
佐
々
木
病
院

精
神
科
診
療
部
長
・
斎
藤
環
）　
▼
申
し
込
み

＝
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
要
予
約
　
▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　

　
茨
城
県
精
神
保
健
協
会

　
FAX
・
TEL
０
２
９－

２
４
１－

３
３
５
２

▼
日
時
＝
６
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
　

▼
場
所
＝
明
野
支
所
　

■
問
い
合
わ
せ

　
明
野
保
健
セ
ン
タ
ー
　
TEL
52－

５
２
５
２

【
善
意
銀
行
】

▼
寄
付
金
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

柳
豊
秋
様
（
本
城
町
）
２，
１
２
２
円

齋
藤
正
信
様
（
関
本
上
）
２
０
０，
０
０
０
円

納税に便利な口座振替をご利用く

ださい。手続きは、金融機関の届

出印を持参のうえ、市収税課また

は市内の金融機関・郵便局へ。

■問い合わせ　
　市収税課管理係　TEL内線４４４
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取材途中で見つけたバラ。眩しい初夏の陽
ざしを浴びて、色鮮やかに咲いていました。

人口＝男56,251人　女57,300人　計113,551人　世帯数＝35,288世帯（平成17年 5月１日現在、常住人口）

　
今
月
は
、
あ
け
の
元
気
館
を
取
材
し

ま
し
た
。
一
日
平
均
で
約
９
０
０
人
が

訪
れ
る
と
あ
っ
て
、
午
前
10
時
の
開
館

直
後
に
は
、
も
う
大
勢
の
市
民
の
姿

が
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
篠
崎
さ
ん

は
、
と
て
も
70
歳
と
は
思
え
ぬ
体
つ
き

で
、
さ
す
が
に
毎
日
努
力
し
て
い
る
人

は
違
う
と
実
感
し
ま
し
た
。
　
（
∞
）

　どすこいペアオープニングパレー
ドに参加して、あなたのPRをして見
ませんか。個人でも、グループでも
参加できます。パレードの最後には
メインステージでPRタイムを設けて
ありますので、活動などの紹介をし
てみませんか。目立ったもん勝ち！
格好は問いません。皆さんの参加を
お待ちしております。
開催日：20日（土） 集合：午

前10時

各種相撲大会
■第9回古代相撲大会
開催日：21日（日） 対象：15歳
以上の健康な男性（中学生は除く）
　■第12回レディース相撲大会
開催日：20日（土） 対象：15歳
以上の健康な女性（中学生は除く）
＊上記いずれも10万円相当の旅行
券、その他豪華賞品多数
■第10回ちびっ子相撲大会
開催日：20日（土） 対象：筑西市
内の幼稚園児（来年度小学校入学）
■第2回腕相撲大会
開催日：21日（日） 対象：過去に
アームレスリング連盟の大会で入
賞してない人 部門：小学校低学
年・高学年の部（男女混合）、一般女
子の部・一般男子の部（無差別級）
1～3位に豪華賞品

オープニングパレード

どすこいペア実行委員を募集
私たちと一緒に『まちづくり』をしてみま
せんか。きっと新しい筑西市が見えてきま
すよ。あなたの参加をお待ちしています。

力士サイン会 各種相撲大会（今年の招
聘力士は、関脇：白鵬関を予定） 梨狩り
体験 平安朝相撲節会 スーパーライブ
各種ステージ発表 地域特産物の物産展
納涼生唄盆踊り 神輿・お囃子の競演 青
空市・フリーマーケット

主なイベント

せきじょう小町を募集
どすこいペア当日（２日間）及び事前広報
活動（基本的に土・日）を行うキャンペー
ンガールを募集します。
選考日時：７月３日（日）午後２時～　
選考場所：市生涯学習センター　応募資
格：１８歳以上の健康な女性、筑西市在住
もしくは在勤の人、未婚既婚は問わない、
他のコンテストに入賞し現在活動している
人は除きます。　審査：書類審査は行わ
ず、選考会当日に質疑応答形式で審査委員
の投票で決定。副賞に豪華記念品　日当：
１万円　申込締切：６月２０日（月）５０名
に達し次第締め切ります。　

　
遅
く
な
っ
た
母
の
日

　
『
金
の
星
』
公
演
の
朗
読
を
聴
い

て
、
ふ
と
、
自
分
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
私
の
母
も
、
私
を
一
人
前
に
育
て

あ
げ
る
ま
で
に
、
人
に
は
言
え
な
い
苦

労
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
。
母
へ
の
尊
敬

と
感
謝
を
新
た
に
し
、
取
材
の
帰
り
に

花
屋
に
寄
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
（
も
）

「
ア
ー
ト
は
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
身
近
な
も
の
を
い
ろ
ん
な

人
が
一
緒
に
作
る
こ
と
で
、
楽
し
く
交

流
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

鯉
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
り
を
企
画
し
た

出
町
さ
ん
。
み
ん
な
の
手
に
よ
っ
て
完

成
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
今
後
、
市

に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
（
＠
）

関城の祭典

夏も終わりに近づき、梨の収穫期を迎えて地域が活気づいてくると、いよいよ「関城
の祭典　どすこいペア」の開催となります。今年で１６回を迎えます。皆様お誘い合
わせのうえご来場下さい。
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